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研究成果の概要（和文）：　AS群においては、文字流暢性課題において、健常者と比較し、酸素化ヘモグロビン
の変化量が小さかった。ADHD群においても、同様に、文字流暢性課題において酸素化ヘモグロビンの変化量が小
さく、健常者との差は、左背外側前頭前野、左腹外側前頭前野、上側頭回で顕著であり、現在論文化し投稿中で
ある。
　AS群とADHD群の精神症状を比較したところ、AQおよびCARRSの値について両者の差異は少なく、臨床所見の類
似性が明らかになった。また両者の鑑別のために、動画を用いた「心の理論」課題を施行し、アイトラッカーに
より視線計測を行った。この結果、両群の間に明確な差異が認めらており鑑別診断に重要な所見である。

研究成果の概要（英文）：In persons with AS, during the letter fluency task the change of 
Oxy-hemoglobin values was significantly smaller than that in controls. Also, in persons with ADHD, 
during the letter fluency task, the change of Oxy-hemoglobin values was significantly smaller than 
that in controls. We found that time-course patterns of [oxy-Hb] changes varied according to 
diagnosis and brain location. The group differences were seen during almost the whole task period at
 several clusters located in the left DLPFC and ventrolateral prefrontal cortex (VLPFC), and 
superior temporal gyrus.
We evaluated spontaneous Theory of Mind (ToM) ability in adults with ADHD and ASD without 
intellectual deficiency using an eye tracking task similar to a study of Senju et al. (2009).The 
results showed that there was not a significant difference in the ToM ability between ADHD and 
controls, although the ToM ability was impaired in persons with ASD.

研究分野：精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 主要な発達障害であるアスペルガー障
害（AS）と注意欠如多動性障害（ADHD）は
出現頻度の高い疾患であるにもかかわら
ず、スクリーニングが可能な生物学的な検
査法は存在しておらず、その診断は熟練し
た臨床医による臨床判断に頼っており、さ
らに診断あるいは治療のための生物学的
マーカーも存在していない。そこで本研究
においては、非侵襲的な脳機能検査法であ
る光トポグラフィーを用いて、両群の検査
所見を比較することを行なった。 
 
２．研究の目的 
成人期におけるアスペルガー障害と注
意欠如多動性障害は、しばしば類似した臨
床像を示すため、両者の鑑別が難しいこと
が多い。しかしながら現状では、診断に利
用できる生物学的な指標は存在していな
い。光トポグラフィー検査（NIRS）は非侵
襲的な脳機能検査であり、わが国の研究者
が中心となって研究を進めている。NIRS 検
査は安全性が高く、繰り返して施行するこ
とも可能である。これまでの研究成果から、
うつ病、双極性障害、統合失調症に特有の
パターンがあることが判明している。われ
われは以前にアスペルガー障害を対象と
して言語流暢性課題施行時における NIRS
所見を記録し、健常者の所見と比較した。
その結果、category fluency task におい
ては、脳血流量を反映する酸素化ヘモグロ
ビン値に両群の差はみられなかったもの
の、letter fluency task においては、AS
群で課題遂行時の酸素化ヘモグロビン値
の増加は有意に低値であった。この結果は、
AS 群における前頭葉機能の障害は一様で
はなく、課題に依存している可能性を示唆
している。本研究ではこの結果をさらに推
し進め、AS 群の症例数を増やすとともに、
ADHD 群においても同様の課題を遂行し、AS
群と比較を行った。 
 
 
３．研究の方法 
（１）対象 
 昭和大学病院附属東病院精神神経科お
よび昭和大学附属烏山病院精神科外来に
通院中の、AS 患者、ADHD 患者、および健
常者を対象とした。3 群の年齢、性別、IQ
はマッチさせた。精神疾患の診断は DSM-IV
の基準に基づくものとし、年齢は 40 歳以
下とした。年齢の上限を 40 歳とした理由
は、成人期の AS、ADHD の診断には、小児
期の生育歴など臨床的な情報が必要であ

るが、高齢である場合、情報収集が難しい
ため年齢に上限を設けた。また IQ は 85 以
上のものを対象に含めた。 
（２）評価スケール 
 臨床症状の自記式評価スケールとして、
以下のものを用いて、各郡の比較を行った。 
・AQ（自閉症スペクトラム指数） 
・PERS（広汎性発達障害評価尺度） 
・CARRS（コナーズ成人 ADHD 評価尺度） 
・ASRS（成人 ADHD 症状チェックリスト） 
・EQ（共感指数） 
・SQ（システム化指数） 
・EPQ（アイゼンク・パーソナリティ調査
票） 
・SPQ（失調型パーソナリティ調査票） 
 AQはASDのスクリーニング検査としてし
ばしば使用される評価スケールである。
PERS はわが国で開発された、やはり ASD の
スクリーニングのためのスケールである。
CARRS および ASRA は、ADHD のスクリーニ
ングおよび診断のために使用されるスケ
ールである。EQ と SQ は AQ と同様にバロ
ン・コーエンによって開発されたスケール
で、それぞれ感情的な柔軟さ、堅固さを反
映し、ASD では前者が低得点、後者が高得
点である。EPQ はアイゼンクによって開発
された全般的な性格検査であり、外交性、
神経症的傾向、精神病的傾向の３つの指標
が得られる。SPQ は統合失調症の前駆症状
に関するスケールであり、ASD で高得点を
示すことがある。 
（３）近赤外線スペクトロスコピー（NIRS） 
 NIRS は日立メディコ社製、ETG4000、プ
ローブに全前頭型 52 チャンネルのものを
使用する。額のほぼ全体を帯状のプローブ
で覆い、以下の各課題条件において、NIRS
データを記録する。全検査時間は１時間程
度である。NIRS の記録には、以下の検査課
題を用いる。いずれも前頭葉機能を反映す
る課題であり、被験者ごとにランダムに施
行する。 
・作業記憶課題：はじめに、１から９まで
の数字をゆっくり繰り返してもらう。検査
者の合図の後、１から９までの数字をラン
ダムに言ってもらう。「やめ」の合図とと
もに、再び１から９までの数字をゆっくり
繰り返す。 
・言語流暢性課題（letter fluency task）：
はじめに「あいうえお」をゆっくり繰り返
してもらう。しばらくすると検査者が「は
じめ」の後に、あるかな文字を言うので、
そのかな文字で始まる単語をできるだけ
多く言ってもらう。途中で検査者は別のか
な文字を言うので、再びそのかな文字で始
まる単語を次々に述べて頂く。最後に「や
め、あいうえお」と声をかけるので、また
ゆっくり「あいうえお」と言ってもらう。 
・言語流暢性課題（category fluency 
task）：はじめに「あいうえお」をゆっく
り繰り返してもらう。しばらくすると検査



者が「はじめ」の後に、あるカテゴリー（「動
物」「乗り物」など）を言うので、そのカ
テゴリーに属する単語をできるだけ多く
言ってもらう。途中で検査者は別のカテゴ
リーを言うので、再びそのカテゴリーに属
する単語を次々に行ってもらう。最後に
「やめ、あいうえお」と声をかけ、またゆ
っくり「あいうえお」と言ってもらう。 
 NIRS の解析は通常行われている方法で
施行し、前頭部、側頭部における積分値、
重心値を求め、各郡ごとの比較を行った。
さらに自記式評価スケールと NIRS 所見の
関連を検討した。 
 
４．研究成果 

(1)NIRS 所見 

 AS 群においては、これまでの研究と同様

に、文字流暢性課題において、健常者と比

較し、酸素化ヘモグロビンの変化量が小さ

かった。ADHD 群においても、同様に、文字

流暢性課題において酸素化ヘモグロビン

の変化量が小さく、健常者との差は、左背

外側前頭前野、左腹外側前頭前野、上側頭

回で顕著であった。この所見は現在、論文

化し投稿中である。 

(2)その他の所見 

 AS 群と ADHD 群の精神症状を比較したと

ころ、AQ および CARRS の値について両者の

差異は少なく、臨床所見の類似性が明らか

になった。この結果について現在論文化中

である。また両者の鑑別のために、動画を

用いた「心の理論」課題を施行し、アイト

ラッカーにより視線計測を行った。この結

果、両群の間に明確な差異が認められ、現

在論文化中である。 
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